
　この時期になると、各学校では学校
評価のとりまとめが行われます。学校
評価は、学校教育法にもとづいて実施
されるものです。第４２条に「小学校
の教育活動その他の学校運営の状況に
ついて評価を行い、その結果に基づき
学校運営の改善を図る」ことと規定さ
れています。これは学校による自己評
価です。評価の結果は、学校教育法施
行規則（第６６条）によって公表が義
務づけられています。
　同法の施行規則（第６７条）には、
当該学校の保護者や地域住民など当該
の学校関係者による評価（学校関係者
評価）について規定し、結果について
は保護者や地域住民に「公表するよう
努めるもの」としています。
　学校評価は、年度初めに設定した教育
目標や指導の重点、それらを実現させ
るための具体的な取り組みについて、
学校が自己評価するとともに、学校外
の関係者からも評価を受けるもので
す。
　学校評価の目的は、当該学校の教師
自身がこれまでの教育活動の成果と課
題を確認するとともに、今後の改善策
も含めて、評価の結果を広く保護者や
地域住民に公表することにあります。
これは各学校が説明責任を果たすこと

であり、同時に結果責任を負っている
ことを意味しています。
　いかなる取り組みにおいても、ＰＤ
ＣＡサイクルが重視されます。学校評
価においても例外ではありません。Ｐ
は教育課程の編成、教育計画の作成、
Ｄは教育活動の実施・展開、Ｃは教育
活動の現状と成果と課題の把握、すな
わち点検・評価することです。そして
Ａは成果と課題にもとづいて改善策を
整理し、次年度の教育課程編成のため
に活用することです。学校評価はＰＤ
ＣＡサイクルに位置づけて実施されま
す。
　学校評価は、その成果や課題をもと
に改善策を検討し、次年度の教育課程
の編成や教育活動の計画に生かすこと
が重要です。学校評価をとおして教育
活動の改善策を見いだし、学校の教育
水準のさらなる向上を目指すところに
主要な目的があります。

　学校評価は、管理職や教務主任など
が考えるもの、実施するものと受けと
められがちですが、そうではありませ
ん。学校評価を実施するとき何より重
要なことは、全校体制で取り組むこと
です。
　校内で共通理解を図り、共通実践す
るためには、学校評価の全体像や実施

の流れを示したイメージ図（フロー
チャート）があるとよいでしょう。全
教職員が自分のこととして受けとめる
ためには、校内に学校評価のための組
織やチームを立ち上げ、一人一人の役
割分担を明確にすることも大切です。
　学級担任として学校評価に参画する
ときには、日々接している子どもたち
がどのように成長してきたか。指導上
どのような課題に遭遇しているか。課
題の解決のためにどのような工夫や努
力をしてきたかなど、子どもや指導に
根づいた評価を行います。４月当初に
作成した学級経営案に立ち返って、評
価・反省するとよいでしょう。
　学校としての指導方針や重点事項が
どの程度実現しているのか、学年会な
どで具体的に話し合います。印象や批
評ではなく、具体的な事実にもとづい
て成果と課題を確認したいものです。
　学級担任の立場から学校評価すると
きには、常に子どもの生活や学習の姿
に目をやり、子どもに密着した学校評
価を進めます。日々の実践と乖離した
学校評価にならないようにします。子
どもたちの個別具体的な実態をもと
に、学校としての評価を総合的に行う
ことがボトムアップの視点を重視した
学校評価です。
　学校評価には、教職員一人一人が当
事者意識をもち、確かな問題意識のも
とに取り組みたいものです。

　学校評価の目的は何か

大切な教師一人一人の問題意識



　いまや死語になりつつある言葉のひ
とつに「おふる」があります。おふる
とは漢字で「御古」と書きます。目上
の人が使いふるした物や他人がすでに
使った物を言います。
　「おふる」と聞いて思い浮かべるも
のに教科書があります。教科書がいま
のように無償で給与されるまでは、各
家庭が教科書を購入していました。兄
弟や姉妹がいる家庭では、少しでも負
担を減らすため、兄や姉が使った教科
書を弟や妹が譲り受けていました。
　兄や姉は、翌年以降に弟や妹に譲る
ことを見越して、教科書の表紙を厚め
の紙でカバーをして使っていました。
教科書に文字などを書いたり、紙を折
り曲げたりすることは決してしません
でした。まして放り投げることは厳禁
でした。１年間大切に使い、弟や妹に
譲っていました。教科書の内容が変わ
ると、それができなくなることもあり
ました。
　おふるには、教科書のほかに、衣類
や靴、三輪車や自転車、遊び道具など
さまざまなものがありました。おふる
を使うことが当たり前のことでした。
　こうした経験をとおして、物を大切
にすること、最後まで使いこなすこと
が日常生活のなかで身をもって躾けら
れていたのです。こうした風景は、物
の豊富な現代社会ではほとんど見られ
なくなりました。「もったいない」と
いう言葉の意味を改めて指導する必要
がありそうです。
　1年生向けの道徳の教材に「あおい
じてんしゃ」（赤堀美善夫作、文溪
堂）がありました。ここでは、お兄さ
んから譲り受けた自転車を捨てずに、
乗りつづけようとするあきら君の心境
と行動が語られています。

　文部科学省から平成２６年度の「学
力調査」の結果と生活習慣等に関する
調査をクロスした結果が公表されていま
す。そのなかに、食育に関する興味深い
結果が見られます。それは朝食の摂取
状況と国語・算数の学力調査の成績と
の相関関係です。
　国語の基礎を問うＡ問題の場合、朝
食を毎日食べている子ども（６年生）は、
成績が７４．３点だったのに対して、まった
く食べていない子どもは、５７．３点でし
た。Ｂ問題では、同じく５６．９点に対して、
３８．９点でした。算数のＡ問題とＢ問題
についても同様な傾向が見られました。

　これまでも、国語や算数の学力の高
い子どもは、朝食を毎日しっかり食べて
いることが言われてきましたが、このこと
が今回の調査結果からも立証されたこ
とになります。
　このようなデータは、保護者会やＰＴＡ
活動などの場で保護者に説明する際
に、また子どもたちには学級活動の時間
に活用することができます。「早寝　早
起き　朝ごはん」運動が提唱されて久し
いですが、朝ごはんを毎日食べることは、
健康を維持し体力を向上させるためだけ
ではありません。学力を高めるためにも
大切なことです。
　ただ、朝食をしっかり食べれば、学力
が高まるということではありません。逆は
必ずしも真ではありません。このことは
しっかり伝える必要があります。

　新聞やテレビなどでニュースを読ん
だり聴いたりしていると、政治など世
の中の動きを事実として紹介するだけ
でなく、特に新しいことが始まるよう
な場合には「このことには、～～に狙
いがあります」「～～することを狙っ
ています」といった解説をたびたび耳
にします。目に見える現象と背景にあ
る意図や狙いを一体にとらえることに
よって、現象の本質が見えるようにな
るからでしょう。
　現象のみを追い求めると、本質を見
失うことがあります。いま学校では、
子どもの言語活動を充実させる取り組
みが行われています。ところが、どう
して言語活動の充実が期待されている
のかが十分に確認されていない状況が
見られます。そのために手段であるは

ずの言語活動が目的化され、言語活動
のための授業が展開されています。こ
れでは本末転倒です。
　子どもの習熟の状況に応じて小集団
を編成して指導する習熟度別学習が盛
んに行われたころにも、学力の向上を
目指すという目的が曖昧になり、初め
に習熟度別学習ありきの取り組みがみ
られました。
　新しい動きが提起されたとき、それ
はなぜ必要なのか。何を狙っているの
かを考えることは誤らない対応をする
うえで重要です。狙いを確認すること
によって事象の本質を理解することが
でき、その結果、多様な実践を工夫す
ることができるようになります。目指
すべき方向が明確になるからです。
　私たちがものを見たり考えたりする
とき、狙いは何かを確認することは重
要な視点だと言えます。 
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